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北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

中
央
要
望
実
行
活
動

　

８
月
７
日
か
ら
３
日
間
の
日
程

で
、
北
空
知
１
市
４
町
の
議
会
議

員
10
名
と
事
務
局
長
２
名
に
よ
り

道
内
選
出
国
会
議
員
と
中
央
者
庁

に
対
す
る
要
望
運
動
を
行
っ
た
。

　

農
林
水
産
省
、
総
務
省
、
厚
生

労
働
省
に
対
し
て
は
、
現
在
、
地

方
の
過
疎
化
が
進
む
中
で
抱
え
て

い
る
問
題
の
改
善
に
向
け
て
の
要

望
を
行
い
、
特
に
農
林
水
産
省
に

対
し
て
は
、
農
業
基
本
法
の
見
直

し
策
定
に
つ
い
て
食
糧
自
給
率
向

上
の
目
標
設
定
と
、
担
い
手
確
保

対
策
と
し
て
法
人
化
や
ス
マ
ー
ト

農
業
推
進
も
必
要
で
は
あ
る
が
、

個
人
経
営
が
成
り
立
つ
政
策
も
必

要
で
あ
る
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま

し
た
。

　

渡
辺
孝
一
総
務
副
大
臣
に
は
、

関
係
省
庁
職
員
か
ら
の
説
明
と
議

員
団
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
定

頂
き
、
有
意
義
な
会
談
が
出
来
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
木
村
和
雄
／
澤
田
正
人
）

【
９
月
】

４
日
…
北
竜
町
敬
老
会
・
議
会
運

営
委
員
会
・
総
務
産
業
常
任
委
員

会11
～
13
日
…
第
３
回
北
竜
町
議
会

定
例
会

26
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

30
日
…
深
川
地
区
消
防
組
合
臨
時

会
、
北
空
知
圏
学
校
給
食
組
合
臨

時
会
、
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組

合
臨
時
会
、
北
空
知
広
域
水
道
企

業
団
臨
時
会

【
10
月
】

15
～
18
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員

会
道
外
先
進
地
政
務
調
査

24
～
25
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
第
２
回
総
会

30
～
11
月
１
日
…
市
町
村
議
会
議

員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
佐
藤
議
員
・

寺
垣
議
員
）

未
定
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）
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■
米
の
売
り
場
か
ら
米
が
消
え

た
？

　

１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）
の

冷
害
の
年
は
新
米
が
入
荷
せ
ず
、

在
庫
の
米
が
尽
き
た
時
点
で
米
屋

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
ろ
さ
れ
た
。

消
費
者
で
あ
っ
た
わ
が
家
で
は
北

竜
産
の
有
機
栽
培
米
を
定
期
購
入

し
て
い
た
た
め
、
収
穫
が
少
な
い

と
は
い
え
予
約
優
先
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
一
般
的

に
は
売
り
場
が
生
活
の
源
と
な
る

社
会
、
流
通
が
途
絶
え
る
こ
と
が

ど
ん
な
に
大
変
な
こ
と
か
。
生
活

に
必
要
不
可
欠
な
米
の
不
足
が
社

会
に
大
き
な
混
乱
を
生
ん
だ
。
当

時
友
人
の
娘
さ
ん
が
ア
レ
ル
ギ
ー

体
質
で
限
定
さ
れ
た
食
材
し
か
食

べ
ら
れ
な
く
、
購
入
し
て
い
る
米

を
分
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
「
私
に
は
米

を
作
る
使
命
が
あ
る
」
と
思
い
込

み
、
覚
悟
を
決
め
て
家
族
を
挙
げ

て
移
住
し
た
。

　

冷
害
が
及
ぼ
し
た
苦
難
は
い
か

ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と
、
米
作
り

の
現
場
で
あ
る
地
元
の
話
を
訊
ね

た
と
こ
ろ
、
意
外
に
そ
れ
程
深
刻

な
も
の
は
な
く
拍
子
抜
け
す
る
ほ

ど
。
災
害
保
証
の
備
え
と
米
価
格

上
昇
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
想
定

外
の
面
白
味
も
あ
っ
た
の
か
。
生

産
地
と
消
費
地
、
当
然
ダ
メ
ー
ジ

は
消
費
者
の
方
が
大
き
い
で
す
よ

ね
。
住
ん
で
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。

　

生
活
基
盤
を
自
然
の
中
に
置
き

種
を
蒔
き
、
生
活
を
豊
か
な
自
然

の
中
で
愉
し
む
。
有
害
鳥
獣
に
立

ち
向
か
い
な
が
ら
放
し
飼
い
鶏
に

癒
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
ほ
ぼ
８
割
型

目
標
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
か
な
。

農
耕
と
放
牧
と
顔
の
見
え
る
個
人

経
営
は
、
融
通
が
利
く
し
、
や
り

甲
斐
も
あ
る
が
、
米
作
り
の
現
実

は
機
械
設
備
の
維
持
に
負
荷
が
大

き
く
、
あ
と
何
年
自
分
が
関
わ
れ

る
か
も
想
像
し
な
が
ら
今
後
の
経

営
を
迷
う
。
そ
ん
な
収
穫
期
が
近

く
な
っ
て
ま
た
「
米
の
売
り
場
か

ら
米
が
消
え
た
」。
去
年
か
ら
の

猛
暑
は
米
だ
け
で
な
く
、
東
北
以

南
の
作
物
に
多
大
な
影
響
を
も
た

ら
せ
た
。
今
後
気
象
変
動
等
で
食

料
危
機
が
と
囁
か
れ
、
緩
み
が
ち

な
当
初
の
覚
悟
を
思
い
起
こ
せ
よ

と
背
中
を
押
さ
れ
て
い
る
の
か
な
。

　

新
米
が
出
回
り
一
安
心
。
驚
く

こ
と
に
社
会
を
担
う
若
い
世
代
が

あ
の
平
成
５
年
の
冷
害
を
知
ら
な

い
と
い
う
。
思
い
返
せ
ば
30
年
前

の
歴
史
、
自
然
現
象
の
記
録
。
し

か
し
世
代
を
越
え
て
国
も
地
域
も

個
人
も
生
産
者
も
消
費
者
も
、
人

間
誰
に
と
っ
て
も
最
重
要
で
あ
る

食
料
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
備
え

を
い
つ
も
意
識
し
て
其
々
の
役
割

に
努
め
ま
し
ょ
う
。 （
尾
﨑 
圭
子
）


